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Seven species (Bacteroides gingivalis , Bacteroides
intermedius, Bacteroides rnelaninogenicus , Fusobac-

terium nucleatum, Actinobacillus actinomycetemcomi-

tans, Capnocytophaga sp, Eikenella corrodens) as perio-

dontal pathogenetic bacteria and two control species

 (Streptococcus intermedius, Pseudomonas aeruginosa) 

were selected in order to study the bactericidal

effects of 10% povidone-iodine solution (PVP-I) in

vitro.

Povidone-iodine was diluted 100•~
, 400•~, 800•~, 

1,600•~, 3,200•~, 6,400•~ and 12,800•~ and contact

times were 15 sec, 30 sec and 60sec.

Strongest bactericidal effects on the seven perio-

dontal pathogenic bacteria and two control bacteria

were seen at a dilution of 400•~ and contact time of

15sec.

Based on these findings, we advocate 0.25% PVP-I

for oral mucosa and periontal pocket irrigation .

本論文の要 旨は,第31回 秋季 日本歯周病学会 (1988年10月28日) において発表 した。
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要旨: 歯周病原菌 といわれる7菌 種  (Bacteroides gingivalis, Bacteroides intermedius, Bacteroides melaninogenicus, 

Fusobacterium nucleatum, Actinobacillus actinomycetemcomitans, Capnocytophaga ochraceae, Eikenella corrodens) 

及 び 対 照 と して2菌 種 (Streptococcus intermedius, Pseudomonas aeruginosa) に対 して, ポ ビ ドン ヨ ー ド液 (10%

PVP-1) を 用 い て, そ の 殺 菌効 果 をin vitroで 検 討 した。 希 釈 倍 率 は原 液 及 び100倍, 400倍, 800倍, 1, 600倍, 3, 200

倍, 6, 400倍, 12, 800倍 ま で を設 定 し, PVP-I接 触 時 間 は15秒, 30秒, 60秒 と した。 そ の結 果, 歯 周 病原 菌7菌 種, 

対 照2菌 種 に対 す るPVP-Iの 殺 菌 効 果 は, 400倍 希 釈, 15秒 (最 少 接触 時 間) で殺 菌効 果 が認 め られ た 。 この こ とは, 

口腔 粘 膜 の殺 菌 及 び 歯 周 ポ ケ ッ ト内 へ のPVP-I薬 液 投 与 の有 効 性 を示 唆 す る も ので あ る。

索 引 用語: ポ ビ ドン ヨー ド, ク ロル ヘ キ シ ジ ング ル コネ ー ト, 歯 周 病 原 菌

緒 言

1867年 にリスターが手指の消毒用 としてフェ ノー ル

を用いて以来, 多 くの殺菌消毒剤が開発されてきた。そ

の内でヨウ素製剤は種類が多くその使用も簡便なため, 

医学 ・歯学領域において現在 も広く応用 されている。

ポビドンヨー ド (PVP-I) は, ポ リビニルピロリドン

とヨウ素の複合体1) で, ポ リビニルピロリドンは, 水 に

可溶性で, 生体組織 に親和性がみ られる2～4) 。

ヨウ素はポ リビニルピロリドンと強固な複合体を形成

することで水に可溶性となり, また化学的にも安定な状

態 となる。複合体を形成すると, 本来 のヨウ素の効果を

失 うことな く, その刺激性や毒性を最小限に押えること

ができる点2) などで, ヨウ素単味よ り優れている。従来

ポビドンヨー ドはGram陽 性菌, Gram陰 性 菌をはじめ

真菌や一部のウイルスにも有効5) で刺激性も弱く皮膚, 

粘膜 に使用できるため, 外科的手術部位の消毒や口腔内

の含嗽剤として今 日広 く使用されている6) 。

歯周病領域では, 以前より, 局所粘膜の殺菌消毒剤 と

してクロルヘキシジングルコネー ト (CHG) が使用され

ていたが, CHGは, ア レルギー反応やアナフィラキシー

ショックを起こすことか ら, 現在 その使用が中止 されて

いる。そこで我々は, CHGに 代おる局所殺菌消毒剤 とし

てPVP-1に 注 目し, 歯周疾患に関連が深い と考えられ

ている細菌に対 して, in vitroで殺菌効果を調べ, そ の有

効性について検討したので, その大要をここ に報 告 す

る。

材料および方法

1.供 試菌株

Bacteroides gingivalis 381

Bacteroides intermedius ATCC 33563

Bacteroides melaninogenicus ATCC 25845

Fusobacterium nucleatum 364

Actinobacillus actinomycetemcomitans Y4

Eikenella corrodens 1073

Capnocytophaga ochraceae ATCC 33596

Streptococcus intermedius (Autologous) 

Pseudomonas aeruginosa ATCC 27853

以 上 の菌 株 は, 三 菱 油 化 ビー シー エ ル に継 代 保 存 され

て い た も の で あ る。

Bacteroides intermediusやEikenella corrodensは, 炎

症 が歯 肉 に限局 す る場 合 にそ の 数 を 増 し, Bacteroides

gingivalis, Bacteroides melaninogenicus, Fusobacterium

nucleatum等 は, 成 人性 歯 周 炎 に お いて 多 数 検 出 され る

こ とが 報 告 され て い る7) 。Actinobacillus actinomycetem-

comitans, Capnocytophaga ochraceaeは, 若 年 性 歯 周 炎 や

重 度進 行 性 歯 周 炎 に関 与 して い る こ とが 知 られ て い る 。

Streptococcus interme4iusはGram陽 性 の球 菌, Pseudo-

monas aeruginosaはGram陰 性 の運 動 性 桿 菌 で あ り, こ

の2菌 種 を対 照 と して用 いた 。

2.試 験薬剤

試験薬剤 と, そ の希釈倍率および接触時間を図1に 示

す。PVP-1と して明治製菓のイソジン (R) 液 (イ ソ ジ ン

ADL 1630 (明治製菓, 東京) ) を用いた。イソジン液 に

図1試 験薬剤 ・接触時間 ・及び希釈倍率の関係
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は1ml中 ポ ビドンヨー ド100mg (有効 ヨウ素10mg) 

が含有されている。

希釈倍率は, 従来 より口腔内消毒用に1%お よび0.25

%が 使 用されているため, 原液か ら100倍, 400倍 まで

の間の各希釈倍率 と, 更 に殺菌効果をより詳細に検討す

るため, 800倍, 1600倍, 3200倍, 6400倍 お よび12800

倍 までの各希釈倍率を設定 した。また, 薬剤接触時間に

ついては, 15秒, 30秒, 60秒 とした。

3. 試験方法

 (1) イソジン (R) 希釈液の調整

イソジン (R) 液は石炭酸係数測定法に従い, 所定希釈倍

率に滅菌蒸留水で希釈 し, 9ml宛 作用試験管に分 注 後

20℃ に保温した。

図2試 験方法

 (2) 菌 液 の調 整

9菌 種 はGAMブ イ ヨ ン培 地 (ニ ッス イ) に連 続3代

継 代 培 養 した もの を用 い た 。滅 菌 生 理 食 塩 液 で希 釈 し, 

107～108CFU/mlに 調整 した もの を接 種 用 菌 液 とした 。

 (3) 作 用 方 法

接 種 用 菌 液1mlを 各 々 イ ソ ジ ン (R) 希 釈 液 に加 え て混

和, 15秒, 30秒, 60秒 後, この うち の1mlを 脱 イ オ ン

水 で0.5%濃 度 に調 整 した チ オ硫 酸 ナ トリ ウム (和 光 純

薬, 大 阪) 9mlに 加 え た 。 混和 後, 直 ち に こ の う ち の

0.1m1をGAMブ イ ヨ ン5m1に 接 種 し, 37℃ 48時 間

Gas-Pak system (BBL Lab ., U. S. A.) で, 嫌 気条 件 (80

%N2-10%H2-10%CO2) にて 培 養 した (図2) 。

 (4) 判 定

培 養 後, 増 殖 の 認 め られ た もの をPositive (+) , 増

殖 の認 め られ な か った もの をNegative (-) と判 定 し

た 。

4. 試験結果

イソジン液の各希釈液における供試菌種に対する殺菌

効果を示す と供試菌種においては各菌種 とも400倍 希釈

までは増殖は認め られなかったが12800倍 においては,

各菌種 とも増殖が認められた (表1, 図3) 。

また, 対 照菌種 に対する殺菌効果を示す と表2お よび

図4の ごとくである。対照菌種においても400倍 希釈ま

図3各 菌株の濃度別イソジン (R) 液感受性
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表1各 菌株の濃度別イソジン (R) 液感 受性

では増殖は認められなかったがS. intermediusの3200

倍, 15秒 接触およびP. aeruginosaの800倍 における15

秒, 30秒 接触, 1600倍 における15秒, 30秒, 60秒 接触

および3200倍 における15秒, 30秒, 60秒 接触において

は各々増殖が認められた。図5の グラフは800倍 希釈に

おける供試菌株の薬剤接触後の増殖の有無を示 したもの

である。接触時間の表示 については, グラフ右上に表示

している。

800倍 希釈においては, B. gingivalisが15秒 接触にお

いての増殖が認められた。その他の菌種 においては, 増

殖 が認められなかった。同じく図4の グラフ で は1600

倍希釈 における薬剤接触後の増殖の有 無 を示 す とB.

gingivalisは15秒, 30秒, 60秒 接触において増殖は認め

られなかった。
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表2対 照菌株の濃度別イソジン (R) 液感受性

図4対 照菌株の濃度別イソジン (R) 液感受性

B.gingivalis B. intennedizts B. melaninogenicus F. nideatuni A. actinonlyceteincomitans E. corrodens C. ochinceae

図5イ ソ ジ ン液 の ×800, ×1, 600希 釈 にお け る コ ロニ ー の増 殖 状 態

A. actinomycetemcomitansは15秒 接触 , E. corrodens

は, 15秒, 30秒 接 触 にお い て増 殖 が各 々 認 め られ た 。 そ

の 他 の 菌種 につ い て は増 殖 は認 め られ な か った 。

図6の グラフは3200倍 希釈 と6400倍 希釈における薬

剤接触後の増殖の有無を示 したものである。B. gingiva-

lisは15秒, 30秒 接触 において, 増殖 が認められた。A.
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B. gingiualis B. intermedius B. meianinogenicus F. nucleation A. actinonucetemcomitans E. corrodens C. ochraceae

図6イ ソジ ン液 の ×3, 200, ×6, 400希 釈 に お け る コ ロニ ー の 増殖 状 態

actinomycetemcomitansお よびE. corrodensは15秒, 30

秒, 60秒 接 触 にお い て増 殖 が認 め られ た。 そ の他 の菌 種

につ い て は, コ ロニ ー の増 殖 は, 認 め られ な か っ た。

また6400倍 希 釈 にお け る薬剤 接 触 後 の増 殖 の有 無 を

示 す とB. gingivalisは15秒, 30秒, 60秒 接 触, Ｂ. mela-

ninogenicusは15秒, 30秒, 60秒 接 触 にお い て 増殖 が 認

め られ た。

A. actinomycetemcomitansお よびE. corrodensは, 15

秒, 30秒, 60秒 の接 触 でC. ochraceaeは, 15秒 接 触 で 増

殖 が 認 め られ た 。 そ の他 の菌 種 にお いて は, 増 殖 は 認 め

られ なか った 。

考 察

イソジン液は, 水 に溶けやすい性質を有 している。こ

の水溶液がヨウ素を徐々に遊離するため, 殺菌活性が持

続することが分かっている。また, 刺激性の少ないイソ

ジン液は, 粘膜や創面に直接使用でき, 血液, 血清およ

び壊死組織の存在下においても, これ らの影響を受ける

が, その殺菌活性が失われないことが明らかとなってい

る。更にイソジン液か ら遊離したヨウ素イオンが, 殺菌

効果を有 しているため, 耐性菌のできないことが証明さ

れている9, 10) 。

クロルヘキシジングルコネー ト (CHG) に代わる適切

な消毒剤 として, イ ソジン液 (R) (PVP-1) に注 目した わ

けだが, 今後 の課題 とすべきことは, 口腔粘膜の殺菌消

毒とともに歯周治療における抗菌剤の活用法であり, ポ

ケット内細菌叢を改善 した り, 歯周外科治療後の後処置

としての活用法を早期 に確立すべき点である。すでに著

者 らはCHGとPVP-1のin vitroで の比較研究を行っ

た11, 12) 。そ の結果, 両剤の殺菌効果は, 原液, 10倍, 40

倍濃度では差は認め られ な か った。B. gingivalis F.

nucleatumで は400倍 濃度, 30秒, 60秒 接触でPVP-1

が殺 菌効果を示 したのに対し, CHGは, 殺 菌効果を示 さ

なかった11) 。 このことより, PVP-1がCHGに 匹敵する

有効な殺菌効果を有することが明 らか となった。今回の

実験結果を見ると400倍 希釈においては, 全 ての菌種 に

対し, イ ソジン液 (R) は殺菌効果を示 した。800倍 希釈にお

いては, B. gingivalisが, 発育 を示 し1600倍 希釈にお

いてもA. actinomycetemcomitansお よびE. corrodens

が発育を示した。

B. intermediusに おいては6400倍 まで発育は認めら

れなかった。 したがって通常, 歯 周病原菌 といわれてい

る, これ らの菌種に対 しては400倍 希釈0.25%濃 度 で

殺菌効果を有することが確認され た。CHGは 含 嗽 に

0.2%, 歯面塗布 に2%濃 度 のものが用いられてい た が

PVP-I液 も同様な濃度で口腔内含嗽薬 として殺菌 効果

があると考えられる。当教室で宮田ら13, 14) がCHGお よ

び蒸留水を用いてポケットイリゲーションを行い, 付着

歯肉 (AL) と歯 肉出血指数 (BI) とにスケーリング ・ル

ー トプレーニングのみの処置に比べて, 前者 には有意の

差のあることを報告 している。今後, ポ ケットイリゲー

ション, 口腔 含嗽等 に応用 し, 臨床 におけるPVP-Iの

有用性を検討する予定である。



666

文 献

1) Shelanski, H. A. and Shelanski, M. V.: PVP-

iodine: history, toxity, and therapeutic uses .

J. Int. Coll. Surg., 25: 727-734, 1956.

2) Bogash, R. C.: A three year observation of a

new topical germicide. Bull. Am. J. Hosp.

Pharm., 13: 226-229, 1956.

3) Siggia, S.: The chemistry of polyvinilpyrroli-

done-iodine. J. Am. Pharm. Assoc., 46: 201-

204, 1957.

4) Vratsanos, S. M.: On the structure and func-

tion of the polyvinilpyrrolidone-iodine complex .
In Degenes G, ed. Proceedings of the Inter-

national Symposium on povidone . Lexington, 

KY, University of Kentucky, 289-301, 1983.

5) Bond, W. W., et al.: Inactivation of hepatitis

B virus by intermediate-to-high-level disin-

fectant chemicals. J. Clin. Microbiol., 18:

535-538, 1983.

6) Zamora, J.L.: Chemical and Microbiologic

Characteristics and Toxity of Povidone-iodine

Solutions. Ame. J. Surg. 15: 400-406 , 1986.
7) Slots, J. and Dahlen, G.: Subgingival micro-

organisms and bacterial virulence factors in

periodontitis. Scan. J. Dent. Res. 93: 119-127,
1985.

8) Slots, J. and Genco, J.: Black-pigmented Bac-

teroides species, Capnocytophaga species, and

Actinobacillus actinomycetemcomitans in hu-

man periodontal disease: virulence factors in

colonization, survival,and tissue destraction.

J. D. Res., 63: 412-421, 1984.

9) Houang, E.T., Gilmore, O. J. A., Reid, C. S. and
Haw, E. J.: Absence of bacterial resistance to

povidone-iodine. J. Clin. Path., 29: 752-755, 

1976.

10) Prince, H. N., Nonemaker, W. S., Norgard, R. C.
and Prince, D. L.: Drug resistance studies with

topical antiseptics. J. Pharm. Sci ., 67: 1629-
1631, 1979.

11) 扇 正一, 宮 田裕之, 鴨井久一: 口腔内病原性細

菌に対するポビドンヨードおよびクロールヘキシ

ジンの殺菌効果の比較. 日歯大歯学会368例 会抄

録, 13-14, 1988.

12) 清水智幸, 扇 正一, 宮 田裕之, 鴨井久一, 東堤

稔, 坂 本雅子, 土屋利政, 波多江新平: 口腔病原

性細菌に対するin vitroの ポ ビドンヨー ドの殺菌

効果. 秋季 日歯周誌抄録, A-21, 1988.

13) 宮田裕之, 鴨井久一: 歯周ポケット内洗浄が臨床

症状および細菌叢に及ぼす影響―スケーリング ・

ルー トプレーニング後の併用―. 日歯周誌, 29: 

76-90, 1987.

14) 岩崎直也, 宮田 裕 之, 宮 里 明子, 鴨 井 久 一: 

Effect of irrigation into the pockets on the

change of gingival bleeding index . The 3rd

Meeting of I. A. P., P-B-21, 1988 .

連絡先: 

日本歯科大学歯学部歯周病学教室

〒102千 代田区富士見2-3-16


